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スポンサー 大阪クラブ DBC 近江八幡クラブ 広島クラブ 

 

2026-2027 年度 主題 

西宮クラブ会長 万本敬一 「明るく元気にクラブ活動を楽しもう」         

六甲部部長 杉本隆人(神戸学園都市) 「和を以て貴しとなす」 

西日本区理事 岡村遍導(滋賀蒲生野) 「変わりつづけようワイズメン！私たちが見てみたい西日本区に！」 

  「地域社会のリーダーとなり躍動しましょう」 

アジア太平洋地域会長 Rachan Maneekarn(Thailand) 「アジア太平洋地域を Blue Music で目覚めさせる」 

 「地域社会を力づけ、世代を鼓舞する」 

国際会長 Johan Vilhelm Eltvik(Norway)) 「Blue Music で眠れる巨人を目覚めさせる」 

 「YMI - 人生を力づける」 

 

10 月 西日本区強調活動 
ASF （アレキサンダー奨学資金） 
YMCA のスタッフ・リーダーとの対話を通して YMCA理解を深めて、ワイズの意 
義を再確認して、YMCA と共に描く未来へ向けて歩みましょう。 

 
森 博之 YMCA サービス事業主任（熊本ジェーンズ）  

 
 
              
西宮ワイズメンズクラブ １０月第一例会 

日時：10 月 9日(金) 18:00-20:30 

場所：キララ住吉 2009 号室 山本邸 

ドライバー：山本常雄、(濵浩一) 

 

Ⅰ部 例会 

1．開会点鐘  万本会長 

2．ワイズソング  一同 

3．聖句朗読   小野  

4．協議「西宮クラブ活性化の為の考察」  

 

   Ⅱ部 懇親会 

5．食前感謝   小野 

6．会食･歓談 一同 

7．誕生日のお祝い 

  8．ワイズニュース 万本会長 

  9．YMCA ニュース 森川担当主事 

  10．閉会点鐘 万本会長     

 

10 月の誕生日 

９日 西山茂夫メン   

９日 広瀬敦子メネット   

 

今月の聖句 

 

「はっきり言っておく。最も小さい者たちの 

一人にしたのは、わたしにしたことのです。」 

マタイによる福音書２５章４０節  

小野勅紘  

     

      
９月出席状況 （在籍会員数 19 名） 
第一例会（11 金）   第二例会（25 金） 

メン   １0 名   メン     8 名  

メネット    0名   メネット   0 名 

ゲスト   2 名   ゲスト    0 名 

ＭＵ    1 名     

合計   １1 名 出席率 57.9％ 
 
 
ファンド 
               ９月        累計 

ニコニコ    ￥2,000        ￥5,000 

BF ￥2,900     ￥6,400 

 

会長 万本 敬一   直前会長 小野 勅紘   副会長 濵 浩一   副会長(次期会長)     

書記 小野 勅紘 , 山口 吉郎  会計  濵﨑 進一,山本 常雄  監事 阪根 新 , 丸山 悦治  担当主事 森川 俊介 

2026 年 

１０月 

942 号 

(８０期 4 号) 
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会長メッセージ 
会長 万本 敬一 

ジャガイモの販売予定は

516ｃ/s を達成し、ほぼ前

年度に近い成績が期待されて

います。ジャガイモの原産地

は南米アンデス地方とされ、

他にトマト、サツマイモ、ト

ウガラシ、カボチャ、ピーナ

ッツ、トウモロコシ、アボガド、パパイヤ、カカ

オ、インゲン豆なども原産地とされています。大

航海時代のポルトガルやスペインが持ち帰り、世

界で広く栽培されています。日本でも貴重な食料

として日本料理にも使われている。従って世界に

は多様な料理があり、例えばシチリアではタコと

マンゴーを使ったジャガイモサラダ、ポルトガル

のタコとジャガイモのオリーブオイル焼きやアジ

の干物ポテトサラダ、タイではトリ肉、エビ、ピ

ーマン、パプリカなどのジャガイモサラダ、イン

ドのポテトマサラ、フランスでは片栗粉をまぶし

た皮付きのジャガイモをアンチョビとバターで炒

めたサラダ、ドイツではジャーマンポテトなど数

えればキリがありません。食欲の秋です。多様な

料理を作って楽しみましょう。 

今月 10 月９日(金)の第一例会は、PM6:00 よ

り山本キララ邸をお借りして食事付きの例会とな

ります。皆さん参加しましょう。 

 

 

9 月例会報告 

 ドライバ― 石井恭子 小野勅紘 

9 月度は「ＥＭＣ強化月間」に当たっているの

で、多胡六甲部ＥＭＣ事業主査（宝塚）をお呼び

して、今期のＥＭＣ事業についてお聞きする一方、

宝塚クラブで実施されている会員補助制度である

「アソシエイト会員制度」の実施状況とその成果

などについて、お聞きした。また今月は部長訪問

の月でもあるので、今期の杉本六甲部部長にお出

でいただいて、今期の活動方針などをお聞きした。 

今期の杉本部長の方針は「和を以て貴しとなす」

で、六甲部内のメンバーがお互いに仲良く協力し

ていこうというもの。その他に神戸西ＹＭＣＡの

ワイワイ祭りのアピールなどと、高校生の実態に

ついてお話があった。 

多胡ＥＭＣ事業主査からは、例の「アソシエイ

ト会員制度」について説明があった。アソシエイ

ト会員とは、正規の会員ではなくかつ会費もいた

だかないが、例会には自由に参加出来て、クラブ

の底辺をサポートするシステム。現在は８名程度

おられるが、過去に正規の会員になった方は未だ

おられないとのこと。東京など遠方に方にはＺＯ

ＯＭ参加可能としている。果して西宮クラブでも

採用出来るかどうかは不明。今期の六甲部は通常

とは変化はないがやや減少気味。神戸ポートクラ

ブや宝塚などで新規入会があった。 
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会食については西宮クラブは会食のない例会が

常時であるが、部長訪問の月でもあるので、石井

ドライバーが美味しい「おにぎり」を用意下さっ

た。 

その後西宮クラブにおける EMC 活動の実態に

ついて討論し合ったが、具体的意見の展開は少な

かった。毎月出席される方は限っており、仕事や

健康上で出席が困難な方への「広義会員制度」の

見直しを今後実施していきたいとの意見も出た。

（対象者の限定と同意や会費などの検討） 

 

 

 

YMCA ニュース 

担当主事 森川 俊介 

ようやく季節がうつり、夏の暑さもなくなり、

過ごしやすい季節がやってきました。皆さま、い

かがお過ごしでしょうか？例会の人数が少ないの

で寂しさを感じています。 

さて、西宮YMCAが行っている保育園、育成セ

ンター、まめの木の子どもたちもそれぞれ元気に

過ごしています。2 学期は大きな行事もあり、そ

の行事を通して子どもたちの成長の時となってい

ます。それぞれの活動、子どもたちの様子を機会

を見つけて見て頂けると嬉しいです。 

 

熊本震災支援活動報告 

西宮 YMCA から職員 2名を派遣しました。  

狩山晴奈さん（派遣 9 月 8 日～11 日）石橋花華

さん（派遣 9 月 12 日〜15 日）の報告になりま

す。是非ご一読ください。 

熊本 YMCA が八代市より 2 か所の避難所運営

を任され、9 月 1 日から運営が完全に YMCA へ

移行されたタイミングで、支援活動に参加しまし

た。避難所運営に携わり、避難者、行政、支援者

など、それぞれの立場をつなぐ役割を担いました。 

避難所では、毎食温かいものが食べられるわけ

ではなく、これまで面識のなかった人と隣り合わ

せで生活する状況が続いています。1 か月、2 か

月と避難生活が長期化する中で、避難者が抱える

ストレスは私たちの想像以上のものだと感じまし

た。 

 そのような中でも、全国のYMCAから駆け付け

た仲間たちのアイデアによって、避難所は日々少

しずつ変化していました。子どもから大人まで開

放的に過ごせる憩いのスペースを設けたり、みん

なで食事を囲める場所をつくったりと、「少しで

も心地よく過ごせるように」という思いが形にな

っていました。私たちが帰神した後には、季節を

感じられるお月見の催しも行われたそうです。避

難生活の中にも、人と人とのつながりや季節を感

じる時間をつくることの大切さを感じました。 

被災地域では、これまで井戸水を利用して生活

していた地域もあり、水道の復旧に時間を要して

いました。そのため、自宅に戻ることができても、

生活を再開するために支援を必要とする方も多く

おられました。仮設住宅の建設も進んでいますが、

必要数がまだ十分に確保されておらず、避難生活

の長期化が予想されます。 

 今回の活動を通して、支援は一時的なものでは

なく、息の長い取り組みとして続けることが重要

だと感じました。避難所の状況はどんどん変わっ

ていきます。今後も、避難者に寄り添い、気力を

失ってしまった方への支援や、避難所から次の生
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活へつなぐ「出口支援」など、長期的な視点で支

援していく必要があると感じています。 

 

【今後の予定】 

子どもカーニバル 11月 7 日(土)9:30～12:30      

11 月の第 1 例会と兼ねています。地域の子ど

もたち保護者の方がたくさん来られます。職員と

の交流も含めてぜひ多くの参加をお願いします。 

 

 

アメリカカントリー音楽の至宝 
ドリー・パートン逝く 

小野 勅紘  

私は学生時代からカントリー音楽のファンで 

聴いたり歌ったりしておりました。在勤中は京都

の歯科医師でカントリー歌手でもある永富研二さ

んのお店“ケニーズ”にもよく通っていました。 

キャンプリーダー時代は丁度、アメリカ音楽の

カントリーソングから、ベトナム戦争への抗議で

フォークソングとりわけカレッジフォークの時代

に移行時期でした。余島では先輩たちはまだカン

トリーに傾倒する方が多く、余島のメインホール

前でギター片手にカントリーソングを歌う方が多

かった。そんな中で、私はハンク・ウイリアムス

などの正統派オールドファンである一方、ポップ

ス系のカントリーにも傾倒しました。その代表的

な存在がこのドリー・パートン（８０歳）でした。 

小柄な体でしたが、１００㎝はあろうかという

バストを揺らして、１０㎝のハイヒールで、また

３００個以上あるというブロンドのウィッグで、

舞台を駆け回っていました。代表的なヒット曲は

あの亡きホイットニー・ヒューストンもカバーし

た I WILL ALWAYS LOVE YOU。携帯でお聞き

下さい。 

丁度私たちと同年代でしたが１年前迄ロンドン

公演で活躍されてました。昨年愛する夫君を見送

った後、ご自身もこの 8 月２６日に逝去。記事を

見て驚いたのは身長は１５２㎝と小柄。カントリ

ー音楽は８０％が失恋の歌と言われますが、日本

でいえば演歌のようなジャンル。取り分け彼女は 

日本でいえば美空ひばり的な存在。歌の調子は 

全く異種でして飛びまわって廻っていました。 

彼女はアメリカを代表する女性歌手の存在で、

シンガーソングライターでもあり、女優でもあり、

事業家、慈善事業家でもありました。 

代表的な歌手のリンダ・ロンシュタットやエミ

ル―・ハリスとともにアルバム“TORIO”を出し

ています。ご自身は子供に恵まれませんでしたが、

６０００人の恵まれない子供たちの支援もされて

いました。トランプ大統領は彼女のために 7 日間

喪に服したそうです 

 

今後の予定 ［ワイズ/YMCA］ 

１０月 5-１０日 じゃがいもファンド 

１０月３日(土) 九州部部会 休暇村南阿蘇 

１０月９日(金) 第一例会 住吉キララ山本邸 

１０月１０日(土) 西中国部部会 東広島 YMCA 

１０月２３日(金) 第二例会 西宮 YMCA 

１０月２４日(土) 中西部部会 USJ 

１０月２５日(日) 阪和部部会 H グランヴィア和歌山 

１０月 31 日(土) 中部部会 鈴鹿青少年 C スズカト 

１１月 7 日(土) 子どもカーニバル/第一例会 

１１月１４日(土) びわこ部部会 クレフィール湖東 

１１月２０日(金) 第二例会 西宮 YMCA 

１１月２８日(土) 六甲部部会 神戸ポートピア H 
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編集後記              山口吉郎 

★久しぶりの青空はれる君です★重村さんお元気そ

うですね★藤原俊夫氏の珍しくて綺麗な写真を今月

も提供頂きました★アカヤマドリ食べられるそうで

す★小野ワイズとカントリーの繋がりにびっくり★

カントリーライブには同じような年代の方々が多い

のも納得です★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アカヤマドリ         藤原俊夫氏撮影 

 

 

 

 

 

 

 

 


